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技術相談 

提供可能技術： 

・計算格子の問題に限らず，熱流体の数値計算全般についてご相談ください． 

・最近では，有限体積法を用いて高速気体の内部流れの研究も行っています． 

 
研究内容： 熱・流体シミュレーションのための計算格子に関する研究 

 

熱・流体のシミュレーションを行うには，対象とする領域を「計算格子」によって微小要素に分割する必要がありま

す．どのような格子を生成するかでシミュレーション結果の良し悪しが左右されるので，ご注意ください． 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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① 2 次元領域に直交曲線格子を生成する新方法の提案 

② 品質の悪い格子でも結果に悪影響が出ないシミュレーション手法の提案 

領域を分割している格子線は直角に

交わっています．(品質の良い格子

の条件の 1 つ) 

両側から急冷される平板 

右側のように極端に品質の悪い歪んだ

格子を用いても，左側のまっすぐな格子

を用いたのと同じ結果になります。 

(通常の手法だと右の格子では温度分布

も歪んでしまいます．) 


